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高齢女性用上衣の型紙設計を目的とした体表面展開図の作成とその形状
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目的　身体に適合する高齢女性用上衣の型紙設計を目指し、本研究では高齢女性の体幹部の

３次元座標値データに基づ＜体表面展開図の作成方法について検討するとともに、その展開

図と立体形状のとの関係を明らかにしようとした。

方法　解析には、1994年から1996年にかけてGRASP法による非接触３次元計測で得た高齢女

性46名分の右体幹部座標値データを用いた。ネックラインと肩縫い目をつなぐ基準線上の21

点、および肩先点・背幅点・背部最凸点（背部の後方に突出している点）・腕付根点・乳頭

点・後胴高を通る6つの各水平断面上の各21点、計147点を抽出しワイヤーフレームモデル

を構成した。平面で覆う形に近づけるため、前後正中線付近の縦のくぽみは包絡し、これを

用いて展開方法について検討した。さらに、その展開図上の各部寸法、角度、パッチの間の

間隙の位置や量について検討した。
結果　1つの基準線と6つの断面すべてを用いた体表面展開図と、背部最凸点断面を省いた展

開図を比較すると、両者の形の差は少な＜、形状解析には背部最凸点断面を省いても支障は

ないと判断された。展開図に生じるダーツ状間隙の先端の位置は、背幅点断面上、または腕

付根点断面上で、正中から45度付近にあり、これは背部最凸点の位置にほぼ一致していた。

したがって、比較的見いだしやすい背部最凸点の位置は、ダーツの先端の位置を設定する目

安として有用と考えられた。また、肩先点断面での間隙量は、前肩と判断される個体で多＜、

背面でウェスト方向に生じる間隙量は腰部前湾の強い個体で多い傾向にあるなど、立体形状

の個体差を反映していた。

2 Fa－3 ガウスの曲率と平均曲率による胴部体表曲面形状の把握
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　【目的】　個々の体形に対応した衣服設計を目的に，人体曲面形状の特徴を“点集中のガウ

スの曲率と平均曲率”で捉えた。ガウスの曲率は体表曲面形状とこれを平面展開したときの

間隙の有無を示し，平均曲率は曲面の曲がりを示す。この２つの曲率を組み合わせた曲面形

状によって，3次元体表曲面の曲がり具合と平面展開の難易度を同時に把握することで，衣

服デザインやパターン設計のための体表曲面形状の情報を得ようとした。

　【実験方法】青年女子174名（平均19.6歳）の石膏体右側胴部の基準線上の181点を3次元計

測し，右側座標値を鏡面写像して胴部全身340点の座標値を設定した。体表曲面を三角形多

面体として近似し，一点に集中するガウスの曲率:K＝Zn:－eと平均曲率：H＝t・L/2を

算出した。体表曲面を，①Ｋ＞０,Ｈ＞Ｏ：凸楕円点, ②K≒０,Ｈ＞Ｏ：凸放物点，③Ｋ

＜０,Ｈ＞Ｏ：双曲点, ④K＜O,H≒Ｏ：極小点，⑤Ｋ＜０,Ｈ＜Ｏ：双曲点, ⑥K≒0,

Ｈ＜Ｏ：凹放物点，⑦Ｋ＞０,Ｈ＜Ｏ：凹楕円点, ⑧K ,H≒Ｏ：平面点に分類した。

　【結果】　1.凸楕円点が多く，楕円的放物面を形成するのは乳房と肩岬骨の中央部，肩先な

どであった。とくに乳房中央のK, Hの正の値が大きく，輪郭の前中心から下部胸囲線上に

かけては極小曲面，双曲的放物面に変化して，いわゆる胸の谷間の形成が捉えられた。肩評

骨中央から背中心にかけては, K ＝0の可展面の放物的放物面から双曲的放物面に変化した。

その他，上胸部中央は平面を示し，下胸部，前側胴部から後下胴部，頚側部から後部は双曲

的放物面を形成した。胴部の平面構成し難い部分や体表面の凹凸を数値で把握できた。

199


